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珊RobertG.Walkerニ ュー サ ウス ウ ェー ルズ 大 学
教 授(オ ー ス トラ リア)の 短 期 招 請 に つ い て
経営学部助教授 森 久
オ ース トラ リア ・ニ ュー サ ウス ウ ェ ー ル ズ 大 学 の ロバ ー トG.ウ ォーカー
教 授 は,本 学 国 際交 流 基 金事 業 の短 期 招 請 プ ログ ラムに よ って来 日 し,昭 和
62年9月29日(火)か ら10月28日(水)ま で 客員 教 授 として本学 に滞 在
した。 同教 授 は,9月28日(月)夕 方JAL772便 に て 成 田空 港 に 到 着 し,
10月29日(木)夜JAL771便 に て同空 港 よ り帰 国 した。
ウ ォー カ ー教 授 に よる 講 演 は つ ぎ の 日程 で 行 われ た。
第1回 「オ ー ス トラ リアに おけ る 会計 の制 度化 」
昭 和62年10.月20日(火)4:00～5:30PM
駿河 台 校 舎 父 兄 セ ン タ ー第 一 会 議 室
第2回 「連 結 会計 の再 検 討」
昭 和62年10月21日(水)3:50～5:20PM
駿 河 台 校 舎622番 教 室
第3回 「会 計 規 則:研 究 の成 果 か政治 の結 果 か」
昭 和62年10月22日(木)2:30～4:00PM
和 泉校 舎AV9教 室
これ らの講 演 に は本 学 の経 理 研究 所 が協 賛 し,公 認 会計 士 を含 む 所員 へ の 案
内 な ど を行 った。 以 下 に おい て,こ れ らの講 演 の 内容 や 成 果 に つ いて 簡 単 に
説 明 す る。
第1回 目の講 演 は,研 究 者 ・大 学 院生 を主 対 象 とした もの で あ り,出 席者
は約15名 であった。講 演 自体 の通 訳 は筆 者 が 行 い,質 疑 応 答 は 飯 田健 雄 氏,
(本学 出身 で,オ ー ス トラ リアのLaTrobe大 学 にてPh.D.を 取 得)に お
願 い した。
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この講演 は.オ ース トラ リア を取 り上 げて,政 府 関 係 の 公 的機 関 と会計 専
門職 に よる民 間 の 機 関 とが,会 計 の制 度化 に おい て ど の よ うに相 互 作 用 して
い るか,に つ い て論 じた も ので あ った。 この相互 作 用 は従 来 見過 ご され て き
た問題 で あ り,ウ ォー カー教 授 は こ の 問題 が 会 計 の 制 度化 に とって 重要 で あ
る と主 張 した。
ウ ォー ヵ一教 授 は,1984年 か ら1985年 に か けて オース トラ、リアの 会 計 基
準 審議 会(ASRB)の 投 資 家 代表 の メンバー と して 活躍 し,会 計 の制 度化 の
中枢 に い た オ ース トラ リア を代 表す る 会 計学 者 で あ る。 同 教 授 は,そ うし た
経 験 も踏 ま え て,従 来 とも す れば看 過 され が ちで あ った問題 の重 要 性 を指 摘
したの で あ る。 そ の意 味 か ら.こ の講 演 は,今 後 の わが 国 の 制 度化 を考 え る
うえで の い くつ か の示 唆 を も 出席 者 に与 え る も ので あ った。
内容 の重 要 性 と議論 の 深 さ とか ら,こ の講 演 の 全 文 を 「招 請 外 国 人 研究 者
講 演録 」 と して 刊 行 す る こ とに した。 また この 講演 終 了後,ウ ォー カ ー教 授
を囲 んで,10名 程に よるさ さや かな パ ー テ ィー を開催 した。 な お,こ の講 演
は研究 者 ・大学 院生 を主 対象 と しなが ら,筆 者 の不 手 際 か ら学 内 の会 議 との
関係 で 本学 の 会 計学 関係 専 任 教 員 に は物 理 的 に ご 出 席い た だ け な か っ た こ と
を お詫 び しな け れば な らない。
第2回 目の講 演 は,学 部 の3,4先 生 を主 対 象 とした もので あ り,出 席者
は約50名 であ った。 質 疑 応 答 も含 め て通 訳 は 筆 者 が行 った。
この講 演 は学 部 学生 を対象 と した も ので あ った の で,教 育 上 の 目的 を も充
た す 内容 で あ った。 ま ず,連 結 会 計 の歴 史 に つ い て 説 明が 行 われ て,連 結 会
計 に関 す る 学 生 の理 解 が深 め られ た。 そ の うえで,連 結 の 目的 と範 囲 が 取 り
上げ られ て,連 結 会 計 の 目的に 関 して混 乱 した考 え方 が 存 在 して お り,そ の
結 果 と して,連 結 の範 囲 を確 認 す る た め に混 合 した基 準 が採 用 さ れて い る と
い うこ とが 指 摘 され た。 そ して 最後 に,多 くの 国 々で連 結 の 目的 や範 囲 とい
う問題 につ い て な さ れて いる 再 検 討 が要 約 的 に述 べ られ た。
ウ ォ ー カー教 授 は連 結 財 務 諸 表 に よ って シ ドニ ー大 学 か らPh .D.を 授 与
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され,出 版 さ れた 論 文 は 本学 図書 館 に も所蔵 さ れ てい る。 論 文 を完 成 させ る
まで には8年 間 を要 した との こ とで ある し,学 位 取 得 後 も連 結 財 務 諸 表 に 関
す る論文 を発表 して きて いる 。 した が って,連 結 財務 諸 表 は同 教授 の最 も得
意 とず る分 野 で あ り,連 結 財 務諸 表 に関す る豊 富 な知 識 と奥 深 い 見識 とに も
とつ い た 問 題 提起 は,学 部 学 生 に も強い 印象 を与 えた。
な お,ウ ォ ー カ ー教 授 の承 諾 を得 て,こ の講 演 の翻 訳 が 『経 理 知 識 』(本
学経 理 研 究所),第67号(昭 和63年3月),に 掲載 され る こ とに な って い る。
第3回 目の講 演 は,学 部 の1,2年 生 を主 対 象 とした もの で り,出 席 者 は
約75名 であ った。質 疑 応 答 も含 めて 通訳 は筆 者 が 行 った。
この講 演 は,第1回 目の講 演 と同 様 に,会 計 の制 度 化 に 関 す る もの で あ つ
た。 この講 演 の論 点 は,会 計 規 則 作 成団体 に お け る政 治 的 過 程 の 結 果 と して
会計規 則 が で き るの で あ り,学 者 の所 見は ほ とん ど注意 を払 わ れ て い ない よ
うに 思 わ れ るに も かか わ らず,会 計学 の学 問 的研 究 は 有 用 な成 果 を もた ら し
うる の か,と い う ことで あ っ た。 そ れに た い して ウ ォー カー教 授 は,財 務 諸
表 利 用 者 に た い す る会 計 デ ー タの 関連 性 に つ い て の経 験 的研 究 は政 策 決 定 の
ため に 必要 で あ り,ま た 過去 の 分析 的研 究 は政 治 的 過程 に た い して影 響 を与
え始 めて い る と主 張 した。
す で に述 べ た よ うに,ウ ォ ー カ ー教 授 は 会 計 の 制度 化 の 中枢 に い た著 名 な
研 究 者 で あ り,こ の講 演 は そ の経験 か ら学 問 的 研究 の 意 義 を明 らか に した も
ので あ った。 したが って,学 部 の1,2年 生 に と って は,会 計 とい う窓 か ら
社 会 の仕 組 み や 学 問的 研 究 の 意 義 を考 え る こ とに な った と思 わ れ る。 会 計 と
い う と簿 記 の技 術 的側 面 を連 想 して しま い,そ れ 以上 の考察 と は あ ま りな じ
み の ない 学 生 に と って,新 た な視 角 を与 え られた 講 演 で あ り,き わ め て 有 益
な もので あ った。
な お,ウ ォー カー教 授 の承 諾 を得 て,こ の講 演 の翻 訳 も 『経 理 知 識 』 に 掲
載 さ れ る こ とに な って い る。
以 上 の3回 の講 演 は,短 期 招 請 ブ ・グ ラムの義 務 と して行 わ れ た もの で あ
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った。 しか しさ らに,、ウ ォー カー教 授 の ご好 意 と,親 しい 同僚 で あ る経 営 学
部安 部悦 生 助 教 授 の ご 助 力 に よ って,10月23日(金)10:10～11:40AM・
駿河台 研 究棟 第 二 会議 室 に お いて,安 部 助 教授 と筆 者 の ゼ ミ員 約45名 と ウォ
「 カー教 授 との 懇 談 会 を開 催 した。 同 教 授 が 「オ ース トラ リア の学 生生 活」
に つい た話 した うえ で,学 生 が それ に 関 す る質 問 を し教 授 が 答 える とい う方
法 で実 施 し,通 訳 は すべ て安 部助 教 授 が 行っ た。 結果 と してオ ー ス トラ リア
に 関す る関心 を高 め る の に役 立 うた が,そ れ と同時 に英 語 で の コ ミ ュニ ケ ー
シ ョンの意 義 も認 識 さ れ た よ うに 思 わ れ る。
ウォ ー カー教 授 は,本 学 滞 在 中の10月7日(水)か ら10日(土)に かけ て,
京 都で 開催 され た 国 際会 計教 育 会 議 に 参 加 した。 ま た1わ が 国 の連 結 会 計 に
っ いて の研 究 も精 力的 に実 施 し,わ が 国 企 業 の株 価 収 益 率 の異 常 な 高 さ の原
因 の一 つ が わ が 国 の連 結 会 計制 度 に あ る ので は な い か とい うよ う な疑 問 も提
起 して いた。 い つ の 日か本 学 滞 在 中の 研究 成果 が発 表 され るの が 期 待 さ れ る
とこ ろで あ る。
つぎ に,今 回 の経 験 に も とつ い て,国 際 交流 セ ン ターへ の要 望 事項 を い く
つ か挙 げ た い。 若 手教 員 の小 さ な声 を 申 し上 げ る機 会 はな かな かな い ので,
この場 をお借 りしたい。
(1)本学 か ら財 政 的援 助 を うけな い 客 員研 究 員 の こ とも考 慮 して 国 際交 流 を
考 え る と,宿 泊 に 費 用 が か か りす ぎ る こ とが 問題 で あ り,1LDK,2LDK∫
の ゲ ス トハ ウス を10名 分程度建設 して ほ しい。 駿 河 台校 舎 の建 設 計画 の な
かに 是 非 とも入 れて い た だ きた い。
② 国 際交 流 セ ン ター の空 間 は,独 立 した所 長 室,応 接 室,事 務 室,小 会 議
室,留 学 生 談 話 室 な どに よ って構 成 さ れ るべ きで あ り,も っ と立 派 な部 屋
をた とえば 大 学 会館 内 に 確 保 して い た だ き たい。 招 請 研究 者 を お連 れ して
恥 ず か しい 思 い を した の は私 だ け で は な い と思 う。
(3)昼食 程度 で よい か ら,招 請研 究 者 と国 際交 流 に 関係 して い る教 職 員 の 代
表 との食 事 の機 会 を設 け て い た だ き た い。
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(4)現在 の 国 際交 流 セ ン タ ー事務 室 の職 員 の方 々 の過 重 な負 担 を軽 減 し.国
際 交流 の い っそ うの 拡 大,充 実 を はか る た め に,同 事務 室 に 配 置 され て い
る職 員数 を倍 増 して い た だ きた い。
(5)国際交 流 セ ン ターの短 期 招 請 ブ ・グ ラムの 招 請 状 に よ って ビザ を 申請 す
る と,1ヵ 月 間 しか滞 在 が 認 め られな い。 そ の 場 合,本 学 に ま じめ に1カ
月 間 滞 在 す れ ば 地方 へ の旅 行 や 観 光 もで き な くな る ので,観 光 ビザで 入 国
した ほ うが よい こ とを 知 らせ て も よい の で は な い だ ろ うか(そ れ と も支 給
さ れ る金 にた いす る税 金 の 関係 で 観光 ビザで は入 国 で き ない の だ ろ うか)。
ウ ォー カ ー教 授 の場 合,31日 間 をシ ドニーの 日本 領 事 館 に 申請 し,同 領 事
館 はそ れ を1ヵ 月 間 と表 現 し,日 本入 国 時 に は そ れ が30日 間 とされ た た め
に,1日 超 過 した と して 成 田空 港 で4,000円を支払 うことに な って しま った
(筆者 は,金 の こ と以 上 に,係 官 の不 親切 か つ 横 柄 な態 度 と不 潔 な 服 装 に,
不 愉快 を通 り越 し て本 当に 腹 を立 てた)。
最 後 に な っ て しまい ま した が,今 回の ウ ォー カー教 授 招請 に 関 して 本 当に
ご親 切 なお 力 添 え をい た だい た国 際 交流 セ ン タ ー事務 室 の職 員 の方 々 ,と り
わ け舟 見登様,吉 田 隆治 様,江 川武 範 様 に 心 よ り感 謝 申 し上 げ ます。 ま た ,
安 部 悦生 先 生,飯 田健 雄 先 生 に も,こ の 場 を お借 り して 謝意 を表 し ます。
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